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抗 議 文 ２ 

 

 

先般お送りした抗議文につきまして、御社よりご回答を頂戴しました。 

回答の内容に承服しかねる点があり、再度のご検討を求めるものです。 

 

まず、アーカイブを非公開にしたとのこと回答がありましたが、「文化放送公式」という

YouTube https://www.youtube.com/watch?v=8IYZ7lZXzMM 

は、今だに公開されており、８/２２現在 16300人を超える再生回数になっています。 

こちらが御社の公式 YouTubeであれば、早急な削除とともに、ご返信の内容と異なった理

由をお知らせください。 

 

さて、御社回答には「今回の放送における『香害』および化学物質過敏症に関する内容は、

番組において一出演者の見解を紹介したものです。」とありました。 

何事にも見解の相違はあります。しかし今回の番組は、単に見解の相違を一方的に提供すれ

ばよいというものでしょうか。 

 

「香害」には学校に行きたくても行けない、友だちと遊びたくても遊べない、仕事を失う、

自宅に住めなくなるといった深刻な被害に苦しむ人々がいるのです。 

番組製作者は、そうした香害被害の事実を知っていたにも関わらず、配慮を怠ってしまいま

した。 

「香害」被害は今はまだ、少数者の困難です。それでも少数者の被害であるが故に、番組で

扱うに際して、これまでの文化放送の基本姿勢と、今般の返信には齟齬はないでしょうか。 

議論のある事象であっても、科学的根拠の賛否、見解と同程度に、被害当事者の声、被害者

https://www.youtube.com/watch?v=8IYZ7lZXzMM


の人権の尊重、そして、被害に対する人としての思いやりを示すことで、文化放送は長きにわ

たり、様々な事情をもったリスナーの信頼を得てきたのです。 

 

香害被害当事者、化学物質過敏症発症者は皆、身体の苦痛に加えて、どこにでもある日用品

が原因物質になるという特殊な事情のために、周囲の理解を得る困難さに何重にも苦しんでい

ます。 

 それ故に、香害も化学物質過敏症も知らない多くのリスナーに虚偽情報を鵜呑みにされ、拡

散されていくことは恐怖であり、苦しむものに追い打ちをかける暴力に等しいです。 

配慮が不足したこと認めていながら、虚偽の情報を流し、それをそのまま放置されるのは、

あまりにも無責任です。 

 

出演者の選定、放送内容の信ぴょう性について問題があったことを認め、聴取者に対する訂

正と、当該番組録音配信中止に至る経緯についても、放送していただくことを再度求めます。 

 

貴局が放送事業者としての責務を果たし、信頼回復に向けて誠実な対応をされることを重ね

て求めます。 本件についての回答を９月１日までに下記の当団体事務局までメールでいただ

けますようお願い申し上げます。 

 なお、いただいた回答は、カナリア・ネットワーク全国 HP 等で公表させていただきます。 

 

以上 

 

 

カナリア・ネットワーク全国 

HP： https://canary-network.org/ 

事務局メールアドレス： info@canary-network.org 


